
一44一

支所国駐在見事務所を尋ねて(2)

仙台駐在員事務所

生いたも

東北地方は総面積6事γoo平方肋の広大抵面積を有し

むかしから鉱産地として有名で今篇においても金属1

石油の生産量は全国の王座を占めているのをはじめそ

の他の地下資源にもめぐまれ未開発地も多い.

仙台駐在負事務所は昭和20年地質調査所の東北地方

の出先機関として設置された岳(幾初は仙台出張所のち

に支所とな将の後聯醐年に鏡在の名撚に変った)戦後は炭

お蜘な篭繁務

(､)中小鉱山技術檎簿

中小企業の多くは専門の地質技術背がい杖いグ)でこ

れらに対し技術的指導を行なったり鉱床地帯を調麓

して新鉱床探査の基礎衡料を提供するなど有効な多

くの指針を与えている､

(2〉本所業務の一部を分担する業務

本所の経常｡特別研究･杉原料物質調査等の実行計蘭

5､鉱床鯛沓の婆1不要

これらについてとくに調査を必要と認めるときは

前述の中小鉱山指導費によって調査をする場合もあり

濠た次に述べる受託調査を実施する場合もある｡

(壌)愛雛調査

相談業務だけでは実地に即した指導が困難牧場合蛮

たそれけ)企業体が調査を希望する場合匁とには串

鰭があれば本所において種冷検討し必要と認めた時

令

技術指導と

相談業務�
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は現地調査を実施する･これに要する費用は依頼者

の負担と在る.

(5)通産局地方庁の鉱業行政等に協力する

業務

通産局･地方庁の鉱業行政･開発事業等の立案実施等に

ついて重要な諮問を受けその目的達成に協力する三

(6)資料収集および整理業務

調査研究･相談業務等に資するため資料の収集整理

は重要な業務である.その他本所との業務上の各

種連絡資料収集等も行なっている.

過去の調査･研究

過去の調査研究は鉱種･鉱山｡地域祖ときわめて多岐

にわたるが総合的なものをあげれぱ次の通りである.

1.岩手県地質調査

昭和23年から25年にかけ当時の仙台支所が主宰して

東北大学の協力を得て実地調査を行ない昭和29年

10万分1の地質図および説明書を完成した.

各方繭から幾寮務所の充実が要望凄れてお1)昭和郷

年合同庁舎が完成するので桝究黛の増員研究設備の

充実を計り地方開発に寄与する方針で各方簡の期待

に添いたい&念願している｡
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